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1

人口増加数･率

政令市中 位

4.札幌

1.横浜

2.大阪
3.名古屋

5.福岡

1

増加を続ける福岡市の人口
政令市

5
の都市
番目

政令市5
の都市

番目



2

6

5年連続
2,697 

2,761 

2,821 
2,841 

2,883 

2012 2013 2014 2015 2016 2017

[億円] 2,934

過去
最高

市税収入率

政令市唯一

（見込）

過去最高の市税収入
〔市税収入額の推移〕

2

98. %

過去
最高



3コンパクト・リバブルシティ

ウォーターフロント

天神

半径2.5km圏

海

博多駅

陸 福岡空港
空

陸・海・空の玄関口が半径2.5km圏内
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4

住みやすい都市ランキング

「住みやすい」と答えた市民
2018年度

住みやすい都市
「アジアのモデル都市」として推奨

国内外から高い評価

4

197. %

2016年 7位
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1 心豊かな市民の都市
2 生きた緑の都市
3 制御システムを持つ都市
4 学び，創る都市

1977年
（昭和52年）

改定

1 自律し優しさを共有する市民の都市
2 自然を生かす快適な生活の都市
3 海と歴史を抱いた文化の都市
4 活力のあるアジアの拠点都市

1988年
（昭和63年）

改定

総合計画によるまちづくり

2012年
（平成24年）

改定

※1972年 政令指定都市としてスタート

住みたい，行きたい，働きたい。
アジアの交流拠点都市･福岡
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福岡市＝支店経済都市

福岡市の長年の課題

中・長期的成長には

本社機能が必要
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7スタートアップ都市のモデル
世界に名だたるグローバル企業の発祥の地

人材を惹きつけるリバブルシティ
→ 福岡市の特性と合致！

シアトル
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8スタートアップと雇用の関係
スタートアップが多くの雇用を創出

出典：中小企業白書2011
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スタートアップ都市宣言

スタートアップ都市 ふくおか宣言
2012.9
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国家戦略特区の獲得

グローバル創業・雇用創出特区
2014.5
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スタートアップビザ・賃料補助

特区によるスタートアップ支援
スタートアップカフェ

22％台
約30％

約24％

現行 福岡市

25％

中国 韓国

国税 市税
スタートアップ法人減税

福岡市
スタートアップ
パッケージ
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12官民共働による創業支援施設

都心のど真ん中にある

スタートアップカフェ

DIYスタジオ

スタートアップ支援機能の集約

立ち飲みバー

12入居者数180社・団体



13

スタートアップカフェ
での起業数

社以上

IT・コンテンツ

44 ％

健康・医療・福祉
10％

貿易・流通
11％

サービス
16％

教育
5％

その他
14％

開業率5年連続7%超え（政令市唯一）

特区+市独自の取組みによる効果

〔起業分野の内訳〕

（2018年8月末時点）
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起業家に占める
若者の割合

1第 位

政令市中

％

2,299 

2,482 
2,417 

2,827 
2,880 

2,970 

3,296 
3,351 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

新規事業所数は過去最高を更新中

123.

特区+市独自の取組みによる効果

〔新規事業所数の推移〕
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海外都市・創業支援施設との連携
海外スタートアップ拠点との連携

10ヵ国・地域・14拠点

スタートアップの海外展開支援
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2018.5 エストニアミッション2018.5 ロシアミッション&MOU締結

Startup 1.0

国際イベントへの訪問団派遣等

2017.11 ヘルシンキミッション 2018.5~6 タイミッション＆MOU締結
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17特区+市独自の取組みによる効果

％

スタートアップビザの半数以上が福岡市

福岡市

49 件
東京都

愛知県

仙台市 広島県・今治市

全体に占める福岡市の割合

17

（2018年3月末時点）



18FDC（福岡地域戦略推進協議会）との連携
国家戦略特区を市とFDCで共同提案

雇用
+６万人

東京圏

養父市
新潟市

福岡市

沖縄県 関西圏

197
＝

応募
指定 6
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19FDCの概要

福岡都市圏

会員数172社・団体
（H30.7月時点）

福岡都市圏をアジアで最も持続可能な地域へ
雇用

+6万人

ＧＲＰ
(域内総生産)

+2.8兆円

人口

+7万人

2010年

2020年
(目標)

H23.4月設立
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Society5.0につながる実証実験を
市・FDCがフルサポート

実証実験フルサポート

連絡

訪問看護師
駆けつけ

運営者

遠隔モニタリング

IoTを活用して孤独死を防止！
20



21実証実験フルサポート

IoTを活用して再配達を削減！ 21



22実証実験フルサポート

生活習慣病の早期発見・早期治療を促進！
22



23

知識創造型産業の
占める割合

誘致企業数

全 282社中
（2013~17の5年間）

%

（H29.2月 IT企業４社合同記者会見の様子）

知識創造型産業の集積

23



24

海外都市・創業支援施設との連携公・共・私の役割分担

公

共

私

地域特性を踏まえた戦略策定
時代に合ったルールづくり

「公」と「私」のハブ
最適な連携をコーディネート

イノベーション創出
ビジネスによる課題解決等

24

の役割

の役割

の役割



25

地方からロールモデルを全国へ
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